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朝
日
町
教
青
百
年
の
歩
み

高 田 印 刷

境
小
学
校

、

現
在
の
校
舎

（
明
治
四
十
四
年
建
築
〉

明
治
時
代
の
校
企
口

明
治
五
年
の
学
制
発
布

C
よ
り
、
境
村
で
は
、
大
平
、

宮
崎
の
南
町
と
合
議
し
て
翌
六
年
九
月
に
、
護
国
寺
務
」
悟

り
受
け
、
三
村
連
合
小
学
校
を
創
設
し
願
達
小
学
帳
と
命

名
し
て
発
足
し
疋
。

当
時
の
児
童
恕
は
男
女
五
十
三
名
、
仮
教
員
と
し
て
関

所
の
役
人
や
護

国
寺
住
臨
な
ど
三
名
刀
選
ば
れ
て
い
る
。

明
治
十
一
年
、
棋
会
ロ
の
新
藁
を
機
に
大
平
、
宮
崎
ガ
分

離

担
立
し
疋
。

明
治
四
十
四
年
に
現
在
抱
に
新
校
全
ロ
ガ
建
築
さ
れ
、
大

正

十
一
年
に
高
等
科
を
設
置
、
境
尋
高
等
小
学
校
と
改
称
、

当
時
の
児
童
鞍
尋
常
制
二

一
三
、
高
等
科
二一

q
大
平
分

枝
三
回
で
あ
っ
疋
。

戦
後
六
ご
一
間
の
実
胞
に
よ
り
、
高
等
科
刀
泊
中
学
岐
境

教

場
と
な
り
、
昭
和
二
十
四
年
に
境
中
学
万
担
立
し
て
い

る
。昭

和
一

一十
九
年
町
村
合
併
に
よ
り
朝
日
町
立
境
小
学
校

と
改
祢
し
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

校
告
は
藩
政
時
代
の
由
緒
あ
る
境
関
所
跡
に
建
設
さ
杓

て
い
る
ガ
、
園
鋲
ガ
刊
の
北
側
を
走
り
、
国
道
八
号
線
万

部
落
の
中
を
縦
貫
す
る
よ
う
に
な
り
、

環
境
必
ず
し
も
良

釘
と
は
＝一一口
い
難
い
。

ま
た
、
昭
和
四
十
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
一
校
金
口
の
半

島
を
泥
土
に
埋
没
し
、
宿
直
室
倒
壊
の
大
被
害
骨折」受
け
疋

事
は
沿
革
史
よ
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

卒
業
生
の
多
く
は
県
外
に
進
出
し
土
木
業
界

C
活
躍
し

て
悶
を
な
す
者
少
く
な
い
ガ
、
社
会
的
に
事
名
な
人
物
と

し
て
は
、
司
法
官
か
う
行
政
官
に
転
じ
て
活
躍
し
、
終

戦

後
満
州
の
露
と
消
え
疋
渡
辺
蘭
治
氏
や
、
医
師
と
し
て
名

を
成
し
だ
沖
玄
仙
氏
、
農
林
業
教
育
に
思
し
だ
慢
建
守
長

氏
な
と
ガ
あ
げ
ら
れ
る
。

の

申

り

興

々

事
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会

ス
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わ

事
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方
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四
つ
の
基
本
的
施
策
を
引
続
き
推
進

さ

州
総
需
要
抑
制
策
の
長
期
化
に
伴
う
影
響
で
、
地
方
財
政
は
深
刻
な
打
壊
を
受
剛

山
川
け
、
限
り
あ
る
財
源
が
ま
す
ま
す
弱
ま
り
、
新
年
度
の
財
政
運
世
は
、
か
つ
て
な
酬

酬
い
閑
鑑
に

陥

っ

て

お

り

ま

す

。

酬

川
叩
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
の
た
め
、

一
般
行
政
縦
慨
に
つ
い
て
は
甑
刈
乙
れ
を
捌
制
酬

附
す
る
と
と
も
に
、
財
政
の
合
則
的
な
巡
也
と
効
率
的
な
配
分
に
努
め
て
お
り
ま
川

川
す
。
ま
た
、
税
収
を
は
じ
め
そ
の
他
の
収
入
に
則
待
で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
乙
川

馴
れ
を
補
う
制
余
の
策
と
し
て
、
国
の
財
政
措
置
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
酬

川
り
ま
し
た
。
ζ

の
た
め
、
町
倍
へ
の
切
り
替
え
を
大
幅
に
行
い
、
乙
れ
に
よ
っ
て

川

酬
財
政
焼
撲
の
広
大
を
は
か
り
、
公
共
事
業
は
、
国
．ト
県
の
認
証
見
込
額
を
十
分
に

馴

川
受
け
入
れ
社
会
資
本
の
充
実
と
景
気
の
浮
間
簡
を
ば
か
り
ま
し
た
。
町
尚
早
組
事
業
に
酬

川

つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
府
悩
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
パ
一
訓
閥
的
、
か
つ
J

邸
極
的
州

酬
に
作
活
環
境
、
福
枇
及
び
教
育
な
ど
を
重
点
と
し
て
配
慮
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
州

川

さ
ら
に
、
今
後
の
財
政
運
笛
に
あ
た
っ
て
は
、
自
主
財
源
に
多
く
を
期
待
し
え
酬

酬
な
い
状
況
か
ら
し
て
、
地
方
交
付
税
の
増
額
や
、
国
庫
補
助
、
負
担
金
制
度
の
改

蜘

川
護
な
ど
を
国

・
県
に
対
し
て
強
く
要
望
し
、
財
政
の
健
全
な
運
営
に
努
め
て
ま
い

酬

州
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

酬

州

つ
ぎ
に
、
従
米
か
ら
念
聞
に
お
い
て
お
り
ま
す
予
算
編
成
の
基
本
的
な
課
題
で
酬

川
あ
り
ま
す
四
つ
の
柱
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
取
し
の
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

州
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長

ヌE

る
引
所
を
お
く
り
う
る
た
め
に
は
、
充
実

し
、
し
か
も
持
続
性
の
あ
る
官
・
足
し
た
対

策
の
あ
り
方
を
舷
・
1
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま

ず
、
心
身
障
害
者
、
老
人
な
ど
、
弱

者
の
禍
祉
水
熊
の
維
持
向
上
は
、
京
裂
な

掛
川
閣
で
あ
り
、
財
政
事
情
の
変
化
に
も
と

づ
く
低
下
を
き
た
す
こ
と
は
却
さ
れ
な
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
少
し
で
・
む
き
め
の
制

か
い
施
策
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

町

Iド Jll

生
活
環
境
の
整
備

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
き
が
い
の
あ

ん。
児
蔀
福
枇
に
つ
い
て
は
、
格
差
の
出
て

い
る
施
設
を
駿
附
し
て
児
抵
の
健
全
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
人
聞
が
肢
も
本
能
的
に
求
め
る

も
の
は
生
命
の
安
全
で
あ
る
た
め
、
地
域

住
民
の
健
康
精
進
ゃ
、
水
資
顕
の
調
査
な

ど
の
諸
施
策
に
つ
い
て
、

一
層
の
充
実
を

，

は
か
つ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
川

さ
ら
に
、
道
路
交
通
網
は
、
住
民
の
日

常
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め、

維
で
も
が
共
通
し
て
便
利
に
な
る
積
極
的

な
施
策
が
必
盟
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
北
隣
自
動
車
道
の
朝
日
民
間
の

建
設
に
つ
い
て
は
、

一
日
も
早
く
用
地
の

確
保
を
み
る
よ
う
、
そ
の
促
進
に
努
力
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

一一、
教
育
条
件
の
整
備

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
激
に

変
動
す
る
社
会
に
対
応
し
つ
つ
、
伸
び
の

び
と
し
た
創
造
力
に
富
む
人
間
性
を
育
成

す
る
乙
と
が
、
鼠
も
肝
嬰
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
の
た
め
、
教
育
内
容
と
教
育
環

境
を
瞬
時
も
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
な
く

一
層
の
促
進
に
勿
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ま
た、

か
ね
て
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
お

り
ま
す
教
育
環
境
整
備
計
画
に
基
づ
く
一

連
の
総
合
的
な
建
物
の
盤
備
に

つ
い
て

は
、
前
年
度
を
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
は
泊
小
学
校

の
改
組
以
と
ス
ポ
ー
ツ
刷
局
を
建
設
す
る
年

に
当
η
ま
す
。

泊
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
県
立

泊
高
等
学
校
を
活
刑
し
た
い
考
え
で
あ
り

ま
す
が
、
今
の
と
と
ろ
、
県
有
財
産
の
た

め
工
穫
に
着
手
で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

譲
り
受
け
の
時
点
で
予
算
補
正
を
し
、
学

習
の
旧
制
と
し
て
の
機
能
を
栄
た
し
て
ま
い

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
ο

さ
ら
に
、
社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
で
は

公
民
館
活
動
を
は
じ
め
、
背
少
年
、
婦
人
、

家
庭
教
育
及
び
高
鈴
者
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

山
字
額
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
み
す
か
ら
実
践
し
て
、
越
山
肌
な
体

力
づ
く
り
に
親
し
む
と
と
の
で
き
る
施
設

盤
備
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

一一一、

産
業
基
盤
の
整
備

～
畳
業
．はけ
一
生
活
の
基
盤
と
な
る
も

の

で‘
A

産
業
の
発
展
の
な
い
所
得
の
向
上
は

考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
産
業
に
従
事
す
る

人
々
の
怠
欲
の
昂
揚
を
は
か
り
、
地
域
の

特
性
に
応
℃
た
生
産
経
世
に
第
め
る
と
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

盛
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
低
い
コ
ス
ト

で
商
品
性
の
高
い
収
益
を
上
げ
る
基
盤
形

成
の
た
め
、
．
農
業
構
造
改
善
事
業
、
農
村

総
合
整
備
事
業
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
継
続
し
て
す
す
め
て
き
て
お
り

ま
す
農
工
一
体
化
事
業
の

一
聞
と
し
て
鉄

工
団
地
造
成
奇
計
聞
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
用
地
そ
の
他
必
要
条
件
が
と
と
の
え

ら
れ
る
段
階
に
い
た
れ
ば
、
適
時
適
正
な

補
正
を
行
い
事
業
の
円
滑
な
進
捗
を
は
か

．り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

森
林
資
源
の

増
大
と
仲
林
業
経
営
の
近
代
化
を
促
進
す
る

た
め
、
林
道
網
の
務
備
を
は
か

つ
て
収
益

の
宿
高
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。水

産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
五
次
漁

港
犠
備
及
び
第
二
次
沿
岸
漁
業
精
造
改
汚

事
業
に
基
づ
き
、
漁
業
構
造
の
尚
度
化
を

は
か
つ
て
、
漁
業
経
治
の
安
定
と
従
事
者

の
所
得
の
向
上
に
努
め
る
所
作
で
あ
り
ま

す。
山
村
地
続
剛
院
体
漁
業
特
別
対
策
響
楽
に

つ
き
ま
し
て
は
、
木
町
が
、
乙
の
法
律
指

定
を
受
け
て
九
年
目
を
迎
え
ま
す
が、

今

年
度
は
、
令
指
定
地
域
の
住
民
を
対
象
と

し
た
基
幹
集
務
セ
ン
タ
ー
を
辿
設
し
た
い

考
え
で
あ
り
ま
す
。

四

(2) 

中
小
企
業
に
・つ
き
ま
レ
て
は
ρ
’
企
業
を

吋

と
り
ま
く
経
済
環
境
の
ま
こ
と
に
厳
し
い

む
の
が
あ
る

q
t
uか
ん
が
ぶ
、．中
小
企

業
経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
の
融
資
資

金
預
艇
の
盛
大
を
講
じ
た
ぽ
か
、
新
し
く

尚
工
業
振
険
事
業
・
に
被
助
要
摘
を
制
定
し

て、

商
工
業
の
総
合
的
作始
発
長
に
搭
め
て

ま
い
り
ま
ま
も

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
美
し
い
自
然

景
観
へ
の
観
先
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

城
山
周
辺
の
全
地
待
を
開
発
し
て
、
自
然

公
闘
の
里
に
ふ
さ
わ
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て
一
層
の
整

備
を
は
か
つ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

郷
土
の
保
全

災
鰐
に
悩
む
本
町
に
お
い
て
は
、

生
活

と
生
産
の
場
を
設
定
し
て
い
る
土
地
を
絶

対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
治
山
、
砂
防
、
河
川
改
修
、

海
岸
浸
食
な
ど
に
、
事
前
に
手
を
打
っ

て
、
地
域
住
民
が
不
安
の
な
い
生
活
が
で

き
る
郷
土
づ
く
り
に
全
力
を
つ
く
し
た
い

所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
四
つ
の
基
本
的
施
策
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
が
、
低
経
済
成
長
期
の
も
と

で
税
収
な
ど
の
伸
び
を
望
め
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
従
来
の
予
算
状
況
と
は
相
当
こ
と

な
っ
た
織
相
伝
呈
し
て
お
り
ま
す
。

辿
儲
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地
方
財
政

計
闘
を
粉砕
重
し
つ
つ
、
財
源
の
虫
点
的
配

分
と
支
出
の
効
率
化
、
適
切
な
管
出
に
よ

っ
て
、
よ
り
よ
き
町
放
を
め
ざ
し
て
全
力

を
つ
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
こ
の
施
政
方
針
は
、
去
る
一一一月
に
行

わ
れ
ま
し
た
昭
和
五
十

一
年
第

一
回
定
例

町
践
会
に
お
い
て
、
町
長
が
所
信
の

一端

と
し
て
申
し
の
べ
た
も
の
で
す
。
〉
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第
一
回
朝
日
町
議
会
定
例
会

昭
和
五
＋
一
年
度
朝
日
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
ほ
か
二
十
五
件
を
可
決

川

あ
ら
ま
し

川

昭
和
五
＋
一
年
第
一

回
朝
日
町
強
会
定
例
会
は
、
三
月
十
日
か
ら
十
九
日
ま
で

山

川
会
期
＋
日
聞
を
も
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

山

川

本
定
例
会
で
は
昭
和
五
十
一
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
予
算

（
二
四
億
二
九
四
七
川

川
万
五
千
円
）
を
は
じ
め
条
例
改
正
な
と
こ
＋
四
蛾
案
可
決
、
給
関
一
一
件

（同
愈
）

山

川
を
決
定
い
に
し
志
し
た
。

川

川

愉
願
、
陳
情
十
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
五
件
、
継
続
審
査
四
件
、
審
駿
未
了
一
川

川
件
の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

川

審
議
日
程

3
月
叩
日

開
会
（
町
長
握
案
理
由
の
説

明）本
会
議
（
議
案
説
明
）

本
会
議
（
議
案
説
明
）

本
会
議
（
質
媛
、
一
般
質
問
）

休
会

本
会
議

（
一
般
質
問
）

総
合
計
画
特
別
委
員
会
の
設

醍文
教
厚
生
番
目
会
、
産
業
建

設
香
員
会
〈
付
託
案
件
の
審

査〉文
教
厚
生
委
員
会
、
総
合
計

圃
特
別
委
員
会

総
務
香
員
会

本
会
議
、
委
員
長
報
告
〈
特

別
委
員
会
を
含
む
〉
質
疑
、

討
論
採
決

さ

3
月
日
日

3
月
ロ
日

3
月
日
日

3
月

M
日

3
月
日
日
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3
月
日
日

3
月
げ
日

3
月
間
日

3
月
旧
日可

決
さ
れ
だ
も
の

・
悶
和
五
十
一
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
予

算・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

．
朗
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
彼
川

診
療
所
特
別
会
計
予
算

・
朝
円
町
国
民
健
康
保
険
診
蹴
施
設
宮
崎

診
療
所
特
別
会
計
予
算

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
境
診

療
所
特
別
会
計
予
算

・
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

・
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別
会
計

予
算

・
朝
日
町
泊
外

一
地
区
用
水
特
別
会
計
予

算・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
予
算

・
朝
日
町
各
種
委
員
会
雲
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
消
防
問
条
例
一
部
改
在
の
件

・
朝
日
町
税
条
例
一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
母
子
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例

一
部
改
正
の
件

－
朝
日
町
老
人
医
密
費
の
助
成
に
闘
す
る

条
例

一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
腐
紫
物
の
処
理
及
び
満
開
に
関

す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
道
路
占
州
料
条
例

一
部
改
正
の

件・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

・
工
事
請
負
契
約
従
更
の
件

・
昭
和
五
十
一
年
院
荷
作
学
級
開
放
の
件

．
寄
付
深
納
の
件

・
入
善
町
外
二
町
舟
見
中
学
校
組
合
規
約

一
部
変
更
の
件

－
入
善
町
外
二
町
舟
見
巾
学
校
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
適
用
に
伴
う

財
産
の
措
既
に
間
引
る
約
定
に
つ
い
て

・
昭
和
五
十
年
度
明
円
町

一
般
会
計
補
正

予
算

（第
五
号
〉

－
朝
日
町
回
定
賢
一
段
評
側
審
査
委
員
会
の

委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

．
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
せ
ん
す
る

た
め
窓
見
を
求
め
る
件

清
穎
・東
宝
月

：
：
［

1

j

l

 

採
択
に
な
っ
だ
も
の

マ
簡
易
水
道
の
盤
側
改
良
工
事
の
早
期
実

施
に
つ
い
て

マ
林
道
の
舗
装
及
び
部
落
道
の
改
良
工
事

の
息
期
実
施
に
つ
い
て

マ
宮
崎
小
学
校
グ
フ
ン
ド
整
地
に
つ
い
て

マ
松
蔵
町
内
防
犯
灯
の
新
設
に
つ
い
て

マ
崎
越
線
道
用
地
負
担
助
成
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
だ
も
の

マ
朝
日
町
鉄
工
業
団
地
造
成
事
業
の
助
成

に
つ
い
て

マ
松
濡
町
内
道
路
の
改
良
及
び
水
路
の
安

会
柵
並
び
に
下
水
道
の
改
醤
に
つ
い
て

マ
松
路
町
公
民
館
新
設
に
つ
い
て

マ
都
市
計
画
用
途
地
城
か
ら
除
外
し
、
農

用
地
と
し
て
現
状
維
持
に
つ
い
て

ミ
審
議
未
了
に
な
っ
だ
も
の

マ
家
庭
保
有
月
手
当
等
の
支
給
に
つ
い
て

常
任
委
員
長
報
告
よ
り

三
月
定
例
会
に
お
け
る
各
常
任
委
員
会

は
三
月
十
六
日
か
ら
捌
か
れ
、
付
託
案
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
と
決
定
さ
れ
た
む
ね
委
員
長
よ
り

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

審
査
の
必
程
で
、
銀
椛
都
転
の
件
に
つ

い
て
受
け
入
れ
に
硬
か
い
配
慮
を
す
る
こ

と
、
役
場
前
の
駐
車
場
に
つ
い
て
工
夫
し

善
処
す
る
と
い
う
意
見
を
付
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
と
決
定
。

文
教
厚
生
委
員
会

総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
建

設
し
、
全
体
的
な
計
画
の
中
で
十
分
討
議

す
る
と
い
う
窓
口
却
を
付
し
原
案
ど
お
り
可

決
と
決
定
。

・産
業
建
設
委
員
会

町
花
、
町
木
の
皆
及
、
ま
た
サ
ケ
、
マ

ス
増
殖
事
業
に
つ
い
て
は
、
強
い
行
政
指

導
を
さ
れ
た
い
と
い
う
意
見
を
付
し
原
案

ど
お
り
可
決
と
決
定
。

特
別
委
員
会

日
東
紡
増
般
に
伴
う
地
下

水
調
査
特
別
委
員
会

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て

審
議
を
終
了
し
た
む
ね
報
告
。

総
合
計
画
特
別
委
員
会

当
面
す
る
問
題
は
総
合
体
育
館
で
あ
り

適
時
審
議
し、

出
し
た
い
。

(3) 

可
及
的
泌
や
か
に
結
論
を

I守主；1

一
般
質
問
の
中
か
ら

M

間

生
活
劇
境
桜
備
の
制
点
か
ら
、
仙
刑
務

の
移
転
、
急
傾
斜
地
に
対
す
る
対
策
、
移

転
に
闘
し
、
用
地
の
取
得
等
に
つ
い
て
お

答
え
願
い
た
い
。

答

集
落
移
転
に
つ
い
て
は
、
山
村
振
興

に
よ
り

一
応
の
区
切
り
を
得
た
と
考
え
て

い
る
。
崩
剛
被
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
移
転

助
成
は
予
算
化
を
し
た
。
用
地
に
つ
い
て

は
、
低
限
な
も
の
の
取
得
が
終
易
で
な
い

が
、
今
後
と
も
十
分
留
意
し
た
い
。

間

基

本
構
想
に
つ
い
て
、
統
合
中
、
泊

小、

役
場
庁
舎
等
一

連
の
も
の
で
あ
り、

町
政
の
綬
幹
で
あ
る
。

財
政
的
な
面
も
ふ

ま
え
て
、
当
局
、
町
騒
が
胸
き
ん
を
聞
い

て
自
由
に
十
分
に
討
議
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答

ご
主
旨
に
は
同
感
で
あ
る
。
既
成
事

実
に
こ
だ
わ
ら
ず
財
政
事
情
を
考
慮
し、

全
体
の
な
か
で
審
議
さ
れ
る
乙
と
は
同
感

で、

予
算
措
置
の
も
の
は
、
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
理
解
い
た
だ
き
立
場
に
お
い
て
審

議
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る。

間

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
今
後
の
設

備
投
資
の
見
込
み
、
地
戚
別
の
利
用
者
の

状
況
を
考
慮
し
、
広
域
的
見
地
か
ら
検
討

し
た
ら
ど
う
か
。

答

現
在
病
院
は
、

λ
む
パ
ー
セ
ン
ト

の
病
床
利
用
で
あ
る
。
経
営
的
に
は
、
異
っ

た
考
え
方
も
あ
ろ
う
が
、
財
務
に
つ
い
て

は、

聞
の
医
療
費
の
改
定
の
遅
れ
が
第
一

の
閣
で
あ
る
。
自
治
体
病
院
に
つ
い
て
は
、

従
来
も
政
府
に
強
く
働
き
か
け
て
お
り、

今
後
も
続
け
て
い
く
。

（設
備
投
資
見
込
に
つ
い
て
凱
当
者
か
ら

守，
s
n
x
u
r
n
u
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開
概
要
見
込
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
）

問
杭
位
以
引
方
（
病
院
〉
に
つ
い
て
は
、

ナ
分
理
解
し
て
い
る
。
医
療
費
改
定
が
此

訣
で
あ
る
乙
と
も
理
解
す
る
。
医
僚
陣
容

（
庭
師
）
の
充
実
に
つ
い
て
不
安
は
な
い

か。答

医
師
の
確
保
に
は
十
分
配
慮
し
、
待

遇
に
つ
い
て
は
、

弛川得
さ
れ
る
限
り
の
努

力
を
し
て
い
る
。
良
い
医
療
を
容
Mmに
泣

け
ら
れ
る
と
と
は
、
社
会
制
世
の
大
別
な

面
で
あ
り
、
そ
の
点
も
ふ
ま
え
て
対
処
し

た
い
っ

間

流
m
封
勝
の
設
置
が
促
進
さ
れ
、
結
附

で
あ
る
が
、
反
面
、
末
端
の
幣
備
の
避
れ

か
ら
、
降
阿川
崎
に
あ
ふ
れ
る
ζ

と
が
少
く

な
い
。
百
任
体
制
、

末
端
の
今
後
の
対
策

は
ど
う
か
。

鰐 24 8号ひ

答

施
設
そ
の
も
の
は
県
の
施
設
で
あ
る

が
、
水
利
運
用
に
つ
い
て
は
、
配
閣
し
住

民
の
協
力
を
得
て
有
効
な
利
用
に
つ
い
て

工
夫
を
し
た
い
。

さ章表 一一一 ←あ

戸
籍
の
手
叡
料
ガ

改
正
巳
な
り
ま
す

五
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
手
数
料
が
改
正

月
胃

y
i守
主
協
に
ヤ
4
0一
守

に
な
り
ま
す
。
戸
籍
の
謄
本
、
抄
十
本
が
現

行
の

一
枚
七
十
円
か
ら
一
通
二
百
円
に
改

正
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
各
種
証
明
書
料

も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

マ一戸
籍
の
婚

・
抄
本
日
一

通
二
百
円
二

枚
七
十
円
〉

マ
除
籍
の
鵬

・
抄
本
H
一
通
三
百
円

こ

枚
七
十
円
）

マ
戸
籍
の
記
級
事
項
証
明
日
証
明
事
羽

一

件
百
円
（
一
校
七
十
円
）

マ
除
籍
の
記
級
事
項
証
明
日
証
明
事
項

一

件
二
百
円
（
一
枚
七
十
円
）

マ
受
理
証
明
H
一
通
百
円
（
一
枚
七
十
円
）

（
カ
ツ
コ
内
は
現
行
の
手
数
料
で
す
。
）
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機
械
化
等
に
よ
り
さ
ら
に
兼
業
の
傾
向

九
七
五
年

世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果

象

朝
日
町
の
概
要
（
そ
の
二
）

一、
農

家

人

口

間
和
五
十
年
二
月

一
日
現
在
の
農
家

人
口
は
、
九
、

二一一一一
人
で
、

前
回
に

出
べ
、
一
、

二
．
一一一．
人
（

一一

・
八一

一

ポ
イ
ン
ト
）
減
少
し
た
。

本
町
総
人
口
一

九・

一一
一一六
人
（
問
和

五
十
年
二
月
一
日
現
在
）
に
刻
す
る
割

合
は
四
二
・
六
七
%
で
前
聞
の
五
一二
．

五
八
%
に
比
べ
十
・
九

一
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た
。

図
一
の
累
年
の
腹
・
以
人
け
の
比
不
が

示
す
よ
う
に
減
少
し
て
い
る
。

一一、
農
業
従
事
者

調
査
目
前
、
過
去
一
年
間
に
農
業
に

従
事
し
た
人
は
六
、
一
九
円
人
で
前
回

に
比
べ
八
四

O
人
（

一一

・
九
四
ポ
イ

ン
ト
）
減
少
し
た
。

内
訳
を
み
る
と
「
自
家
農
業
だ
け
に

従
事
し
た
人
」
で
は
て

O
二
五
人

減
、
兼
業
し
て
い
て
、
「
自
家
農
業
が

主
な
人
」
が
四
五
て
人
減
と
い
う
よ
う

な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「白
家
農
業
以
外
の
壮
烈
が
主
な
人
」

が
六
回
二
人
も

m加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
農
業
の
機
械

化
等
の
浸
透
に
よ
り
省
力
化
さ
れ
た
労

働
力
が
他
産
業
に
向
け
ら
れ
た
た
め
だ

ろ
う
と
予
想
さ
れ
、
今
後
も
こ
の
兼
業

化
の
傾
向
が
進
む
だ
ろ
う
。

盟 2.就機状態別農家人数額 ！ 総人口に対する農家人口比の推移
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消
費
生
活
グ
ル
ー
プ

佐
味
野
教
室
の
閉
級
式

昨
年
六
月
に
朝
日
町
で
初
め
て
結
成
さ

れ
た
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
の
佐
昧
野
教
室

（
清
水
と
も
子
学
級
長
。
三
十
二
名
）
の

五
十
年
度
の
開
級
式
が
、

三
月
十
日
、
福

祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
昧
野
教
室
は
、
担
雑
多
岐
化
す
る
消

費
生
活
に
対
応
す
る
た
め
月
一
回
の
学
習

会
を
開
催
し
、
よ
り
賢
い
消
費
者
と
な
り

よ
り
良
い
消
費
生
活
を
お
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
。

五
十
年
度
は
、
物
価
、

L
P
ガ
ス
の
取

り
銀
い
方
、

洗
剤
、

食
品
保
仔
、

工
場
見

学
等
、
精
力
的
な
学
胃
、
実
践
を
通
じ
て

賢
い
消
費
者
を
目
指
し
、
県
内
で
も
有
数

の
消
費
者
グ
N

l
プ
と
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
、
廃
物
、
古
物
を
利
用
し
た
再
生

品
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
級
員
の
創
意
工
夫

が
と
ら
さ
れ
、
使
い
捨
て
は
美
徳
と
い
う

現
代
の
消
費
傾
向
の
矛
盾
を
一
人
ひ
と
り

が
実
感
と
し
て
感
じ
、
今
後
、
よ
り
－
一
層

の
発
展
を
期
し
活
動
す
る
と
と
を
確
認
し

閉
紐
式
を
終
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
産
米

事
前
売
渡
申
込

限
度
数
量
に
つ
い
て

昭
和
五
十
二
ヰ
産
米
の
政
附
が
貿
入
れ

す
る
米
の
数
量
が
、
と
の
ほ
ど
朝
日
町
に

対
し
配
分
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
配
分
数
量
は
、
う
る
ち
米

一
O

一亡
、
一
九
五
俵
、
も
ち
米
三
、
五
四

一
依
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
出
荷
実
樹
よ
り
六
、

九
一

O
俵
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
れ
は
、
昨
年
の
金
問
的
な
豊
作
に
よ

る
超
過
米
（
余
り
米
）
が
で
た
た
め
、
そ

lぺ'" 日

7
2
E
n
x
υ
n
h
v
 

の
分
を
悲
し
引
い
て
割
り
当
て
ら
れ
た
も

の
で
、
非
常
に
厳
し
い
限
度
数
量
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
米
に
つ
い
て
は
、
消
費
の
革
大

に
努
め
つ
つ
需
要
に
即
応
し
た
計
画
的
な

生
産
を
進
め
、
野
菜
等
転
作
、
食
糧
農
産

物
を
中
心
に
生
産
振
興
と
食
糧
の
全
体
需

給
調
整
を
図
ら
な
り
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

限
度
数
盤
の
配
分
刀
法
に
つ
い
て
は
、
農

業
団
体
と
協
載
し
、
各
良
協
別
に
配
分
内

示
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
個
々
の
農
家
に

配
分
内
示
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
個
々
の

農
家
に
配
分
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

(4) 

51年 ill；本 50 ::f土 産 米－
［ヌ うf

限度数埼 限度数鼠 ,'J•，術数量 j主 ！武 Z干1

~. 
6.329目白80•• 6目55i.160 ..γ ' ，，~ 

6, J臼l,700 
うるち止と l/¥ 

105.498）由
t，提 103.6 

10 ：~ . I 95 1 ( 、 109.2昂6)

•• 259' 530 •• 2ι1.600 
~. 

‘'• Zl:!.490 
ti ち ;fく・

:i. 541'5）憤 4,325.5）埠
t匙 100.8 

4. :J60) 

•• 6 ' 589 ' 410 •• "' % 
fi .1()4' 190 6,81再.700 

¥ lりti,73日 5)fl¥ ( 109 '823 . 5）恒
《R 103.5 

1 I:l .646 J 



か
し
こ
い
消
費
者
に
な
ろ
う
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朝
日
町
の
物
価
の
う
つ
り
か
わ
り
ト

朝
日
町
で
は
、
物
価
の
動
向
を
淵
査
し
、
消
費
者
行
政
諸
施

策
の
基
礎
資
料
を
得
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
、
主
一
安
食
料
品
の

毎
月
の
価
格
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
年
度
の
集
計
結
巣
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

付
う
る
ち
米
が

一
六

・
八
%
（
対
四
月
比
）
の
上
界
を
示
し
た

他
は
、
食
パ
ン
、
小
妥
紛
、
即
町
ラ
ー
メ
ン
と
も
昨
年
は
安

定
し
た
価
絡
を
維
持
し
ま
し
た
。
安
定
し
た
原
因
と
し
て
、

一
昨
年
米
の
異
常
な
ま
で
の
品
不
属
、
側
格
騰
貴
が
そ
の
ま

ま
高
値
安
定
に
怒
ち
着
い
た
と
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
一
時
品
薄
が
目
立
っ
た
即
席
ラ
ー
メ
ン
も
現
在
は
市

中
、
店
頭
に
出
廻
り
充
足
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
〈
表
一
）

同
牛
肉
一
二

・
OMW
（
M
比）

、
豚
肉

二
一

・
九
%
と
他
の

食
料
品
に
比
し
て
肉
類
の
上
ω引
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
副
次
的

製
品
で
あ
る
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
こ
l
一
二
%
（
同
比
）
で

上
昇
し
て
い
る
こ
と
も
・
在
日
さ
れ
ま
す
。

到
卵
に
つ
い
て
は
、
需
給
の
不
安
定
性
か
ら
か
食
料
品
の

う
ち
で
も
設
も
価
絡
の
恋
動
が
著
し
く
、
栄
養
価
の
高
い
食

品
で
あ
る
こ
と
か
ら
消
費
者
に
と
っ
て
質
物
の
際
、
難
し
い

商
品
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

パ
タ
ー
に
つ
い
て
は
一
－

－
五
%
（
同
比
）
の
上
昇
と
比
較

的
安
定
し
た
値
動
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
（
謹
二
）

同
調
味
料
関
係
で
は
、
砂
柚
が
、
一
時
の
買
占
め
、
苑
り
惜

し
み
に
よ
り
生
じ
た
異
常
高
値
が
、
消
問
者
の
自
粛
等
に
よ

り
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
均
衡
、
も
し
く
は
供
給
湖
、
需
要
減
と

な
り
、
飽
く
ず
れ
現
象
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
し
よ
う
油
、
昧
そ
に
つ
い
て
も
潟
給
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
る
せ
い
か
比
較
的
安
定
し
た
値
動
を
を
示
し
て
い
ま

す。
と
ろ
ろ
乙
ん
ぶ
、
干
の
り
な
ど
の
船
産
食
品
に
つ
い
て
は
、

例
年
、
時
期
的
、
季
節
的
な
都
市
次
と
相
ま
っ
て
、
か
な
り
の

価
格
変
動
を
一
不
し
ま
す
が
、
近
年
、
食
料
品
の
多
懐
化
、
食

事
形
態
の
変
化
等
に
よ
り
、
需
要
の
減
少
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
、
価
格
も
比
較
的
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
（
表
一
二
）
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第

一
分
間
部
長
谷
口
信
義

第
二
分
団
班
長

弓
野
良
二

第
三
分

団

団

員

長

谷

店

第
四
分
団
団
員
脇
山
勝
二

第
五
分
団
班
長
長
井
宗
義

第
六
分
団
団
員

水
島
寅
吉

．
銀
波
応
対
す
る
感
謝
状

谷
口
ヤ
エ
子

（
第
六
分
団
分
団
長

谷
口
宅
郎
さ
ん
の

妻）

(5) 

ー
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

l

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

．
優
良
消
防
図
表
彰

朝
日
町
消
防
団

・
功

績

掌

副

団

長

上

沢

諒

次

・
精
績
章

第
二
分
団
分
団
長

・
勤
続

寧

問
団
長

上

品

栄

作

消
防
斤
長
官
表
彰

., 
伊
勝

一
郎

－
永
年
勤
続
功
労
章

第
四
分
団
分
団
長

寺

町

知

勝

越
沢
杓
彦

住
吉
久
雄

水
島
降
男

’

昭
和
五
十
年
度
臼
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
が
、
東
京
の
日
間
ホ
l

w
で
行
わ
川

山
れ
、
朝
日
町
消
防
団
が
優
良
消
防
団
と
し
て
表
彰
さ
れ
、

表
彰
艇
を
受
け
、
ま

山

川
た
、
寺
田
知
勝
（
第
四
分
団
長
）

さ
ん
が
、
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
山

川
た
。
ζ

の
表
彰
の
伝
達
は
、
去
る
三
月
十
六
日
富
山
県
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
川

川
れ
、
次
の
万
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

川

富
山
県
知
事
表
彰

・
無
火
災
表
彰

第
五
分
間

・
功

績

意

第
六
分
間
分
団
長
水
鳥
隆
二

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

．
功
績
青
色
章

第
四
分
団
副
分
団
長

・
功
績
賞
色
章

第
二
分
団
副
分
団
長

・
勤
続
縁
花
章

第
六
分
団
副
分
団
長

・
勤
続
銀
章

－
優
良
車
両

第
二
分
団
一
号
車

．
優
良
機
関
員
青
色
意

第
一
分
団
部
長

谷
口
信
義

．
優
良
骨
量
備
員
表
彰

m五
分
間
班
長

ぬ
端
武
雄
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整備を目標に

昭和51年度予算きまる

5.685万円

1.000万円
46 

906万円

408万円
29.477万円

8 .114万円

9. 671万円

3.426万円

242.947万円

＠火災の予防や救急出動のために
消防；jfンプ自動車購入

けいたい用服組軽自の脚入

④町土保全のために

がけ地等危険住宅移転

砂一般行政経畏

砂広域周行政経費

険公債費

砂予 備費

計

174 
30.978万円

30.410 
21 
97 
87 
23 

少年教育等の学級IJM設
④町民の体力づくりのために

町民総合体育問の盟校

スポーツ教室のllrJ役
学校体育施設のUhl欣
町民体育大会のllflltl1
住民スポーツ災古補償保険への加入

特別会齢
国民健康保険特別会計 4憶4.620万円

国民健康保険特別会計については、診療報酬の改訂見
込や日額医療費の階大などに対応するため、保険税を対

前年度実質17.7%の引上げで1健6.605万円を見込みまし
た。

従川診療所特別会計
宮崎診療所特別会計

境診療所持別会計

簡易水道特別会計

I宇］保外二地区用水特別会計

泊外一地区用水特別会計

金銭会齢

808万円
632万円

1.585万円
1.132万円

227万円
29万円

．
．
．
．
．
．
 

丹
〆
＆
内
4
v

a
a
y

’hlv
p
n
u

マt
’

資源豊かな街づくりに
58,690万円

52,091万円

18.557万円

3.695 
1.283 
2.205 
552 

7.636 
3.449 
7.213 
1.305 

85 
30 

3.818万円

333万円
51 

1.800 
40 
250 
500 

1ii幾鶴自陸の態傭：
＠農林水産業の緩興のために
農業．構造改汚事業

決村総合準備事業

良工一体化推進本来：

剛場整備事業

t省産振興対策引業

林道の開設とおIi技
造体事業
必幹集落セ ンターの建設
漁港改築事業

沿岸漁業i持軍造改昌司F業

漁業後継者の町五と終結漁業の掠OU
④商工撲の繁栄と観光資源の開発のために

H百工振興と小胤制ljl；；結対策

中小企業経的安定のための利子締給

小口事業資金あっせん融資資金預託

あさひまつりのIm俄
県立自然公園の抑制

ふるさと歩j箇の新，投
。泊病院事集会計 10億＇1966万円

泊病院事業会計については、地域の実情に即した医療臨
関としての役割jを果すため、医師の健保や医療犠械の充実

を図りながら、経営の改善と健全な運営に努めます。
郷土の保金 6,592万円防災の体制jづくりに

般
会
計
予
算
の
な
か
み

せの．師向田
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政
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町民体育館の建設をはじめ
学校教育環境の.・' 

も苛 .. ,.,,,, 

lll/ll//lllllll//ll///l//////////l//l/////////l///l//////////////ll//////l/l/l/ll/llll///////l/ll//f/llll////ll//lll//ll///l//////l///l///////l///////////l////////////////////////////////////l/l////l/l//l///l/////l///ll/lll/////ll/l///////////lll//I, 

昭和51年度 朝日町予算は、 一般会計、特別会計、企業会計などを合わせて 39億3.949万円となり、「生活環境の整備J「折

条件の整備」「産業基盤の整備」および 「郷土の保全Jの四本柱をたて、将来の見通しに守った基本施策を縫しj住めていきます。
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態麟締；4
．歳入

24億2.947万円

全体の15.2%

地方財政の中心である町税は、50年度に比べて10.4%のff¥lび
を見込み、町民税では長期にわたり抱え置かれていた個人およ

び法人の均等割額と法人税割額が引き上げられ、l{iZ5.313方円。

固定資産税では、資産評価替えを行って｜憶5.027万円、軽自

動車税650万円などで、合わせて31.忠6.922万円であります。

地方譲与税、自動車取得税交付・4訟については、 51年度から道

路整備の財源として新らたに地方泊路譲与税が設けられ、 550
万円の培加が見込まれ、合わせて3.98llj円が見込まれます。

全体の28.0%

地方交付税については、最気の停滞から国税三税（所得税、

法人税、酒税〉が大幅に落ち込むことが予測されるため、地方

交付税の伸びが期待できず、 前年度：克縮等から4.1%の｛Iiiび6億
8000万円が見込まれます。

：陸幕郡金； 全体の32.4%

7
t

・nx
u
マs
’

分担金および負担金については、各種事業の応抗分の負担

で、スーパー農道、林道、漁港、出店村総合盤備事業ーなどの分担

金として9.110万円。

保育料については、国の保育散｛dliの改定等を考慮して25%引

上げ7.148万円としました。

使用料および手数料については、施設維持費等を折り込んで

公営住宅・仮び羽料を一律 1千円の引トげをはじめ、 f苗路r5HJ料を

2.75倍引上げるなど、実勢に適合した料金としました。

また、し尿扱取手数料についても、その料率 l'r1flltiと所要経

費とのバランスをとるため26%の値上で、 1.334万円 としまし

た。

その他の使用料および手数料は、前年度のまま~；ぇ陸くとと
として合わせて2.303万円が見込まれます。

国 ・県からの負担金、補助金等は、 1ma.so3万円で歳入予算

全体の32.4%をしめていす。

このうち主なものは

．町民総合体育館建設事幾分

．農業構造改善事業分

．保育所新築事業分

・農村総合整備事業分

．老人医療費給付金分

．保育所運嘗費分

・都市計画事業分

離？能

13.625万円

17.058 
2.680 
2.397 
6.775 
11,874 
2.200 

全体の13.1%

町債については、景気刺激策を基調として、町説、地方交

付税の伸びの鈍化を布llうための財政対策的3.760万円をはじ
め、

・町民総合体育館建設事業分

．保育所新築事業分

. j道路整備事業分

などで、合わせて3間I.790万円になりますの

14.350万円

4.380 
5.300 

歳出い

朝日町の未来のために

： 欄 物 騒傭…境づくり 間的円

④町民福祉の増進のために 48.973万円

，巨人医療費 8.463万円

老人福祉電話の設配 50 
泊南部保湾所の新鎚 8.787 
母子医療費の助j志の地額 17 
在宅重度身障者住宅の改持 24 
保育所の運営費 22 .174 
~人いこいの家の設｜位 110 
ちひ・っ ζ広場の投ti'.! 45 
乳児等医療費 628 
児童手当の支給 1.806 

＠健康の増進と環境衛生の徹底のために 8.986万円

予防接種と住民検珍 683万円

こ・み ・し尿の処理 l. 911 
河川・海岸の美化と響虫駆除 289 
地下水謂査 205 
公害対策 13 
泊病院事業への出資・凶成 2.458 
m易水道事業への助成 488 

⑥道路の登備のために 17,646万円

都市計画街路事業 3.781万円

泊路特別改良事業 3.900 
町道の改良と舗装 6.843 
生活関連道路の盤的 300 
交通安全施設の強制 330 
:1じ陸自動車道建設の促進 引

設撤麟蜘 a 知隙豊かな人づくりー1.367万円

＠学校教育内容の充実のために

学校プール設置

数封教具の充実

常勤講師の導入

自動火災報知機の般的

教税負の研究 ・研修

＠社会教育の普及徹底のために 1.722万円

社会教育団体の指砂者、幹部研修

者饗教室等の開設

公民館活動費

18.666万円

2.043万円

2.0汁
421 
200 
344 

53万円

30 
277 

(7) 
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生
活
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金
庫
、
ガ
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を
し
ま
す
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県
や
山
町
村
、
労
働
福
祉
団
体
が
あ
な

た
に
相
川
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
ま
す
。

中
小
介
業
や
尚
店
に
働
く
動
労
者
に
、
日

山
県
や
mm下
各
市
町
村
、
労
働
日
間
限
事
業

団
体
が
資
会
を
出
し
合
っ
て
「
生
活
、
結

婚
、
教
育
、
住
宅
」
の
各
資
金
を
手
際
に

低
利
で
融
資
を
し
て
い
ま
す
。

議
－
』
の
制
度
の
特
色

と
の
制
度
は
、
今
す
ぐ
資
企
が
必
裂
な

方
ゃ
、
現
在

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
」
で

苫
し
ん
で
お
ら
れ
る
が
に
も
簡
尚
早
に
、
低

利
で
、
長
期
に
貸
し
付
け
し
、
生
活
の
安

定
と
向
上
に
役
立
つ
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ

り
ま
す。

磁
こ
の
制
度
の
相
談
と
取
り
緩
う
金
融
臓
機

関
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こ
の
制
皮
の
相
談
は
、
山
小
卜
九
市
町
村

役
場
（
朝
日
町
で
は
、
総
務
課
が
窓
口
で

す
。
）
又
は
取
り
扱
い
金
融
接
関
で
あ
る

労
働
金
庫
本
店
営
業
部
、
各
支
店
、
出
張

所
窓
口
（
魚
崎
伴
市
に
魚
津
支
店
が
あ
り
ま

す
。
〉
で
ど
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

綴
勤
労
者
の
皆
さ
ん

中
小
企
業
や
商
店
等
に
働
く
制
労
者
の

皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
の
た
め
の
制
度
で
す
。

「
サ
ラ
金
」
を
排
除
し
み
ん
な
で
利
用
し

生
活
の
安
定
と
向
上
を
は
か
り
ま
し
ょ

う
。
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で
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以
内
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同
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金
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円
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上
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円
ま
で
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据

間
期
間
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中
〉
を
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め
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以
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結
婚
資
金
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万
円
以
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五
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万
円
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で
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五

年
払
以
内
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同
住
宅
資
金

（
労
働
金
聞
の
住
宅
積
立

金
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加
入
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点
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十
万
円
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五
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円
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金
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図
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全
国
米
麦

改
良
協
会
長
賞
に

藤
塚
の
山
岡
さ
ん

l
県
米
作
改
良
選
賞
H
H

富
山
県
米
作
改
良
選
賞
式
が
、
去
る
一一
一

月
一
一十
二
日
県
庁
で
行
わ
れ
、
朝
日
町
か

ら
は
、
昭
和
五
十
年
度
に
お
い
て
米
作
改

艮
に
努
力
さ
れ
た
択
の
二
名
の
ガ
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

。
全
国
米
変
改
良
協
会
長
口

山
岡
邦
彦
（
蟻
塚
）

O
品
柄
別
作
付
面
積
と
産
米
出
荷
状
況

コ
シ
ヒ
カ
リ

一

・
ム
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル

出
荷
鼠
一
六

O
後
（
二
等）

。
米
作
改
良
続
準
優
良
指
導
者
向

篠

凹

栄

（
草
野
）

ひ 一一ー一報号

母と子を守ろう

司自子保健推進員を委鷹取

H1長

塚
山

岡

邦

彦
氏

主事ー

野
篠

図エ
処司

一‘z

朝日町では、妊産婦指導の強

め、このほど次の10名の刀を母

化と、乳幼児死亡をなくするた

子保健推進員に委帽しました。

春
の
緑
化
運
動

四
月
二
十
日
i
二
十
六
日

緑
伯
雄
進
の
此
聞
及
を
は
か
る
た
め
、

今

年
も
四
月
二
十
日
か
ら
四
月
二
十
六
日
ま

で
の
緑
化
運
動
期
間
中
、

二
十
三
日
の
棚

山
地
内
で
の
植
樹
祭
の
ほ
か
、
次
の
行
事

が
行
わ
れ
ま
す
。

V
四
月
二
十
日
家
庭
緑
の
日

朝
日
町
中
央
農
協
会
館
前
広
場
に
お
い

て
、
午
後
三
時
頃
県
知
事
を
は
じ
め
県
議

会
議
長
、山
崎
地
州民
林
水
産
委
員
長
な
ど
の

方
々
が
出
席
さ
れ
、
朝
日
町
の
町
花
で

あ
る
ツ
ツ
ジ
て

E
O
O本
を
配
布
し
ま

す。V
四
月
二
十

一

日

職
場
縁
の
日

職
届
の
緑
化
、
情
繰
の
か
ん
護
保
健
辺

助
能
力
の
惟
進

V
四
月
二
十
二
日

街

の
緑
の
日

公
開
、
広
刷
物
、
守
社
境
内
の
緑
化
、
山

に
対
す
る
感
謝
を
し
、
公
害
の
予
防
に
つ

と
め
る。

栄
氏

V う 源 司V
四。 の 森四
月 階 林月
二 接 愛 二
十 、護 十
四 林 思三
日野壁！日

組~ 山
樹霊 お
の高 録
手湯 の
入 、日
れ森
を j綜
行資

学
校
緑
の
日

i
ー
！
；

iri

－

－

，

t

：：
 

この母子保健雌進員の仕事

7.k砧 詳 子

は、 妊産婦や乳幼児の健康につ

していただくもので、町民のみ

なさんの御利用をお待ちしてお

ど、町の保健婦とのパイプ役を

いてのアドバイスをすることな

のv' 回野

区

宮 崎地区

地

ります。

境

ヨ

校
庭
の
お
〈
化
、
学
校
総
の
店
成
、
記
念

州
教
育
要
員
会

。

州

事

務

局

付

新

樹

の

愛

護

手

入

れ

の

日

で

す

馴

学

校

調

理

師

V
四
月
二
十
五
日

線
愛
育
の
白

川

樹
木
の
愛
育
、
森
林
火
災
防
止
の
徹
底
川

泊

病

院

森
林
病
山
盟
国
虫
の
駆
除
、
野
生
山
崎
猷
の
涯
宵

川
医
事
係
長
民
事
係
主
任
野
間
と
し
子

の

日

酬

技

師

新

銀

問

中

央

智

子

V
四
月
二
十
六
日

大
会
記
念
縫
樹
の
日

酬

技

師

新

保

育

木
脱
出
子

八七県
下
の
各
家
庭
、

職
場
に
お
い
て

一
川
君

護

婦

新

採

江

端

幸

子

斉
に
大
会
記
念
植
樹
を
行
う
。

川
看

護

婦

新

採

大

平

幸

枝

能

登

路

で

川
看

護

婦

新

採

魚

津

英

子

側
看

護

婦

新

採

金

山

昌

子

青

年

リ

ー

ダ

ー

研

修

川
看

護

婦

新

耐

浜

田

留

美

子

州

看

護

婦

新

探

広
川
由
紀
美

青
年
間
体
が
当
面
し
て
い
る
問
題
を
究
川

明

し

、

そ

の

迎

儲

に

必

嬰

な

知

識

と

技

能

川

看

護

婦

新

深

長

崎

柳

子

を

取

得

し

、

魅

力

あ

る

護

団

体

活

動

の

川

看

護

婦

新

保

九

喜

英

代

方
向
を
見
出
そ
う
と
、
附
和
五
十
年
度
朝
川
看
護
婦
新
採
岡
本
登
茂
子

日
町
青
年
団
体
指
導
者
研
修
会
が
朝
日
町

川
看

護

婦

新

採

上

原

静

枝

教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
こ
の
ほ
ど
国
立

川
看

護

婦

新

採

水

島

明

英

能
登
背
年
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
川

退

職

参
加
者
は
、
「
背
年
間
と
背
年
学
級
」
附川

建

設

課

長

水

野

儲

一

の
迎
い
や
性
格
、
「
背
年
団
体
に
お
け
る

川川
図

書

館

長

代

理

水

島

牧

雄

広
報
の
役
割
」
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
討

剛
山

崎

小

学

校

調

理

師

名

越

杏

校

議
を
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
よ

州
五

箇

庄

小

学

校

助

手

河

村

ふ

み

う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

川
五
箇
庄
小
学
校
調
理
師
新
聞

み
よ

ま
た
、
夜
は
全
国
の
仲
間
や
外
国
の
留

川
泊

病

院

技

師

南

茂

林

松

学
生
た
ち
と
キ
ャ
ン
ド
ル
を
囲
み
、
友
情

川
泊

病

院

看

護

婦

水

島

清

美

の
交
換
を
し
、
彼
等
の
摘
出
制
的
な
行
動
に

附
泊

病

院

宥

護

師

吏

岡

洋

子

共

鳴

し

ま

し

た

。

川

削

教

員

異

動

窃
F

ms刷

新

旧

氏

名

国
州
大
家
庄
小
長
魚
津
社
教
主
屋
木
吉
信

；
1
 

ロ
州
大
家
圧
小
教

小

川

中

教

米

丘

級

紙

『い

酬

。

山

崎

小

教

大

井

宏

治

t
酬

。

新

採

水

品

川

則

子

山

川
山
崎
小
頭
県
制
教
セ
佐
々
木
県
作

伊

川
山
崎
小
教
大
家
庄
小
数
竹
内
光
男

は

酬

。

笹

川

小

教

柳

下

行

正

明

酬

。

大
家
庄
小
教
大
森
富
興

市

州
南

保

小

長

野

中

小

長

水

野

年

雄

同
体
凶
附
郡
美
子

荒川 貞子

i事jj克 TE子

近藤 明子

111 !llfみつい

石崎信子

i~6 桜まつゑ

上沢としゑ

キ長井笹川地区

山崎地 区

大家庄地区

区

区

五箇庄地区

南保地 区

区

泊

泊

泊

南

保

小

教

泊

小

教

谷

口
一

夫

。

大

家

庄

小

教

河

内

幸

子

蛭
谷
分
校
頭
集
部
教
セ
大
菅
健
治

五
筒
庄
小
顕
笹
川
小
顕
土

産

三
郎

五
箇
庄
小
教
南
保
小
教
小
杉
敏
夫

。

宮

崎

小

教

殿

村

た

み

。

山

崎

小

教

笹

川
舟
美
枝

泊

小

教

大

家

庄

小

教

松

田

博

。

南

保

小

教

大

菅

キ

ミ

子

グ

五

箇

庄

小

教

選

択

ス

ミ

子

拍

小

養

入

善

小

差

問

八

重

子

泊

小

教

新

採

長

田

実

h
q

新

採

中

山

る

美
子

。

新

採

米

田

真

由

美

智

崎

小

教

笹

川

小

教

竹

中

郁

子

笹

川

小

頭

県

教

委

尾

山

一

則

境

小

数

五

簡

庄

小

教

西

弁

雅

邦

グ

新

探

島

瀬

久

美

子

小

川

中

教

泊

中

教

大

剖

輝

明

小

川

中

教

泊

中

教

平

簡

保

彦

。

泊

中

教

河

内

登

泊

中

教

小

川

中

教

吉

田

孝

之

。

吉

島

数

小

平

内

好

子

。

東

加

積

小

教

福

田

豊

字
奈
月

小

長

大

家

正

小

長

谷

俊

雄

桐

山

小

頭

山

崎

小

頭

長

谷

弘

三

愛

本

小

畏

南

保

小

長

橋

場

東

作

西
布
施
小
頭
蛭
谷
分
校
頭
北
直
清

県

教

育

セ

泊

小

教

長

崎

光

雄

宇

奈

月

小

数

泊

小

教

近

江

茂

将

木

小

養

泊

小

聾

金

山

桂

子

野

中

小

頭

境

小

教

・野

田

諭

道

下

小

教

境

小

数

折

谷

武

彦

魚

硲

教

事

小

川

中
教
永
井
雄
次
郎

職

(9) 

通

五
箇
庄
小
頭

五
箇
庄
小
教

泊

小

教

泊

中

教

桑

守

哲

朗

水
島
ひ
ろ
え

玉

松

憧

昇

居

渡

美

雪
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県
か
ら
は
折
碍
助
言
者
と
し
て
浦
山
浩

社
教
主
明
及
び
品
川
郡
教
育
併
務
所
か
ら
民

木
古
信
社
教
主
事
の
両
氏
を
迎
え
、
本
年

度
秋
回
市
に
お
い
て
聞
か
れ
た
全
国
公
民

館
主
事
研
修
会
に
参
加
し
た
境
公
民
館
主

事
兵
隊
俊
吾
氏
の
研
修
報
告
と
問
題
提
起

を
も
と
に
し
て
活
発
な
研
究
討
論
が
行
わ

れ
十
分
な
成
以
を
お
さ
め
ま
し
た
。

in 24 8 fJ ひ －さ報 ..........あ昭拘32革 8月以日 『十
’~ 3掴郵便物箆可…………・ー……・・ ……  品

寒
さ
の
な
か

カ
ケ
声
も
勇
ま
し
く
グ

第
一
回
泊
柔
道
錬
成
大
会

泊
柔
道
ク
ラ
ブ
、
泊
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
育
成
会
主
催
の
第

一
回
拍
柔
道
鎖
成

大
会
が
、

三
月
二
十
日
、
泊
小
学
校
に
町

内
の
柔
泊
関
係
者
を
は
じ
め
多
数
が
参
会

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
大
会
は
、
泊
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
は
じ
め
、
泊
中
学
校
、
泊
筒
等
学
校

柔
道
ク
ラ
プ
員
な
ど
、
泊
地
区
の
柔
道
愛

好
者
が

一
時
れ
に
会
し
て
、
日
ど
ろ
の
鍛
錬

の
成
川
却
を
肢
臨
し
、
家
泊
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

同人’

4

・
同地

一MHHH
却

：
r内
閉
山
め

〈
写
真
は
形
（
か
た
）
の
肢
鋸
V

男
子
一
部
は

大
家
庄
地
区
優
勝

H
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
成
績
H

鶴
男

子

一

部

準
決
勝
大
家
庄
2
1
0伯
一
区

五
箇
庄
2
1
0
泊
三
区

快

勝

大

繁

庄

2
1
1五
箇
庄

婦
男

子

ニ

鶴

総
明
快
勝
犬
家
庄
2
1
0泊
三
区

泊
二
区
2
｜
！

被

川

決

勝

大

家

川

2
1
0泊
二
区

間
女

子

一
節

リ
ー
グ
戦
泊
二
区
2
10
大
家
庄

泊
三
区
2
1
0大
家
庄

泊
二
区
2
10
泊
三
区

霞
女

子

二

倍

準

決

勝

笹

川

2
1
0山
崎

大
家
庄
2
1
0流

快

勝

笹

川

2
1
0大
家
庄

鑓
総

合
男

子

①

大

家

庄

①

泊

三
区

女

子

①

犬

家

庄

①

泊

二
区

八
写
真
は
バ
レ
l
ボ
l

w
大
会
V

表
題
シ
リ
ー
ズ

朝
日
町
風
土
記
の

特
集
を
終
え
て

附
和
五
十
年
度
の
広
報
表
嗣
特
集
と
し

て
迎
献
し
ま
し
た
「
朝
日
町
風
土
記
」
は

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
大
震
な
好
押
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
応
竺
月
を
以
て
打
切
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
明
円
町
の
全
域
に

わ
た
る
よ
う
計
画
を
進
め
ま
し
た
が
、

い

’
ろ
い
ろ
な
関
係
か
ら
、

一
つ
の
地
区
に
片

寄
っ
た
り
、
季
節
的
な
ズ
レ
が
あ
っ
た
り

．
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、
つ
い
重
要

な
も
の
が
按
け
た
点
も
出
て
憎
し
わ
け
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

漏
れ
た
分
は
、
後
日
何
か
の
機
会
に
必

ず
紹
介
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
の
で
ご

了
承
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
百
年
の

連
載
に
当
っ
て

続
い
て
昭
和
五
十

一
年
度
は
、
「
朝
日

町
教
育
百
年
史
」
を
特
集
と
し
て
連
載
い

た
し
ま
す
が
、

維
新
の
零
明
期
を
迎
え
た
日
本
は
、
明

り
治
五
年
に
「
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に

。
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
」

と
い
う
太
政
官
布
告
に
話
づ
い
て
学
制
発

布
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
え
て
昭
和
四
十
七
年
は
、

ち
ょ
う
ど
百
年
に
当
た
り
、
今
日
そ
の
大

方
の
学
校
は
、

ζ

れ
を
記
念
し
た
租
々
の

行
事
・
も
行
わ
れ
た
乙
と
で
あ
り
ま
す
。

「
温
故
知
新
」
の
諺
を
引
用
す
る
の
は

あ
ま
り
に
も
通
俗
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

わ
ず
か
百
年
の
聞
に
め
ま
ぐ
る
し
い
ま
で

の
進
歩
と
繁
栄
、
混
迷
と
預
鹿
の
道
を
歩

い
て
来
た
日
本
は
、

当
然
そ
の
教
育
が
然

ら
し
め
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す。
掴
先
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
か
ら

未
来
の
歴
史
を
創
り
上
げ
て
ゆ
く
役
目
を

担
っ
て
現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
は
、

こ
と
で
百
年
の
教
育
の
雌
史
を
い
ろ
い
ろ

の
角
度
か
ら
振
り
返
り
、
郷
土
の
自
然
や

政
治
経
済
な
ど
の
か
か
わ
り
あ
い
の
中
で

ど
の
よ
う
な
変
遷
や
特
色
を
も
っ
て
今
日

に
至
っ
た
か
を
見
つ
め
、
将
来
の
朝
日
町

に
お
け
る
学
校
教
宙
開
や
社
会
教
宵
の
進
む

べ
き
指
限
命
保
り
当
て
る
一

資
料
と
も
な

れ
ば
と
思
い
、
と
の
特
集
を
試
み
た
も
の

で
す
。

。。

代 .. 



・ 第 24 8号 ぃ 昭和 5I年 4月 10自
ー月刊｛毎月 10日売行）

可

① ①ー 場日マ場日マ 場 日 ＼ ； ＇
場日 場目父 所時 心 所 ｜時人所時行栂
所時所時通 配 衛 政三火

十前午 午 T 拶j午毎 ご 朝午四 法 朝午待 相 口火

魚 第黒前」ー 第 故事 E 目前週，u と 日後月－－ 律 日 十時桂官午官月談 こ
津 一部市時I - L 町間十 λ曜相町恒一 一 相 町 第 」メー

県時t第コ 所役，.1第ご 間市に」 6rセjj1；時午1日談 1祉セ田時1十日 銭 福4セIt 火曜 じ一一

受芸水生月ヰ目 五 ン後 ン主 ン自 案
！子三曜 三 躍談七タコ タ凹 タ 三 内
舎 時日時日 六 l時 l時 1時

.._ .. 

今
月
の
税
金

今
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

固
定
資
産
税
の
納
期
は

量
一
干
百
（
第
一
号
で
す
。

国
定
資
産
税
の
納
期
は
五
月
で
す
。

国
定
資
庄
税
第
一
期
分
の
納
期
限
は
、

例
年
四
月
で
し
た
が
、
本
年
度
に
限
り
五

月
三
十
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

ひさあ報ー一広昭和32年 8月 8日
ー 第 3• 郵便物館可ー

朝
日
町
連
青

定
期
大
会
開
く

連
諸
問
で
は
、
ぺ
月
七
日
開
催
さ
れ
た
定

期
大
会
で
、
「青
年
の
伎
活
を
高
め
る
」
こ

と
を
基
調
に
、
活
動
方
針
等
を
決
め
た
。

活

動

方

針

て

組
織
（
校
下
閏
）
を
強
化
し
よ
う
。

一
、
魅
刀
あ
る
活
動
を
敢
行
し
、
若
者
の

団
結
と
和
を
広
げ
よ
う
。

て

地
域
に
綬
ざ
し
た
活
動
を
般
進
し
ょ

A
J

。

て

原
点
を
見
つ
め
直
し
た
情
宣
活
動
を

敏
行
し
よ
う
。

て
女
子
活
動
を
育
成
し
、
強
化
し
よ
う
。

役

員

団
長
越
間
利
志
雄
（
間
保
）

副

団

長

沢

井

一

男

（

大

家
庄）

。

大

久

保

得

一
（
五
箇
圧
）

下

回

律

子
（
泊
）

永
円
明
弘
（
山
崎
〉

。
事
務
局
長

朝
日
町
普
意
銀
行

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
次
の
か
た

か
ら
質
量
な
替
態
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た

厚
く
お
叫
閉
し
あ
げ
ま
す
。

壱
万
八
千
円
也

ゑ

び

す

会

殿

会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
浄
財
を
社
会

福
祉
の
地
進
に
役
立
て
た
い
と
持
参
さ

れ
た
も
の

参
千
六
拾
五
円
也

栄

町

富

田

竹

松

殿

姶
得
金
を
社
会
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て

下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

弐
万
円
也

省

筋

と

く

名

殿

「
朝
日
町
の
み
な
さ
ん
に
大
変
御
位
話

に
な
り
ま
し
た
」
と
お
仙
の
亘
挺
に
添

え
て
、
わ
ず
か
で
す
が
、
相
会
問
祉
の

別
進
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
持
参
さ
れ

た
も
の

V
大
家
庄
小
学
校
へ

O
大
家
圧
小
学
校
後
接
会

（代
家
高
田

憲
次
郎
氏
）
か
ら
会
議
テ
l
プ

w
間

保
管
庫

一
、
椅
子
二
、
凹
面
鏡
八
、

ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト

一
、
雨
量
計

一

O
滋

卜

由

弁

一一男
氏
か
ら
理
斜
蹴
境

施
塗
装
（
看
板
、緯
度
万
向
指
示
仮
、

百
策
箱
、
案
内
図
、
岸
石
図
看
板
、

火
山
地
層
模
型
、
風
向
計）

O
昭
和
五
十
年
度
卒
業
生

一
同
か
ら

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト

一
直

V
蛭
谷
分
校
へ

O
借
用
京
都
安
郵
精
ニ
氏
か
ら
学
校
図

書
三
十
五
巻

V
五
箇
圧
小
学
校
へ

O
釧
路
市
金
井
は
な
氏
よ
り
児
童
図

世
官

λ
HUm
笛
架
一
基

O
五
箇
庄
小
学
校
校
友
会
か
ら
単
柱
式

穆
動
高
鉄
線
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l
ド

一
式
、
楽
焼
用
プ
ロ
パ
ン
窯
、
電
子
ベ

ー
ス
ア
ン
プ
（
楽
器
）
、
楽
焼
諜
温
度
計

V
笹
川
小
学
校
へ

O
笹
川
地
区
一
同
か
ら
鵬
写
フ
ア
ツ
ク

ス
一A
ロ

O
東
京
都
安
鶴
精
二
氏
か
ら
児
童
図

書
四
十
三
冊

V
泊
小
学
校
へ

O
泊

草

野
和
夫
氏
か
ら
V
－

T
－

R
用

カ
ラ
1
録
影
機
一
式

（昭
和
五
十
年
三
月
十
五
日
現
在
）

あ
す
こ
や
か
巳

泊宮境平西東
// 草グ

柳町野

沼

保

南

保。
長

野

山
崎
新

殿

町

三
枚
橋

線

問

機
l崎

（
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

沢 括採前清 野近 瓜 ；J、松平松谷徳田青青 大水
本阿川水口藤生林本坂原 竹中木木浜烏

正 問 悟秀敏慎秀信義宗 範
~男勝二 昇静j 重 孝勝 一 雄男 一 一 修 1刀勉 正

長長長長 二長 長 二 長長ご長長長 二 長長 長
男女女男 男男 女 男女女男男 9J9:女男女 男

mi：智謙泰浩英： 寛革11智大昭商有 詩 l准寿
恵

勉 子子一 郎樹子之 子美 輔男樹香忠史恵勝

お
し
あ
わ
せ
に

（
績
婚
）

O
横

尾
立
山
町

O
沼

保

入
善
町

O
沼

保

松

倉

設

城

声

明

子

大

村

久

司

永
山
都
志
子

大

菅

克

二

大

管

千

鶴

O
道

下

赤

川

O
埴

下
能
生
町。w

T

柳

続

谷

C
南

保
。

O
月

山

富
山
市

O
金

山

山

附

岩

村

常

夫

新

田

真

由
美

守

回

昌

利

池

島

秀

子

松

本

秀

明

長

崎

雅

子

谷

口

縞

谷

口

知

江

西

国

真

佐
夫

隈
塚
恵
美
子

難

波

興

需

名

越

良

子

お

く

や

み

。。。。。0OOOOOOOOOOOQOOOOQ 
窪金横殿。山。蛭。南赤月桜平東。。泊沼佐。。宮

草
岡 山水町附谷保川山町柳野 保川 崎

死
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加
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二
（
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長
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次

（珂）

折
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い
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飽
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順
平
（
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）

長
井
き
ょ
〈
幻
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文
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水
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刊
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米
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孫
七
郎
（
幻
）

牧
野
六
郎
左
衛
門
〈
印
）

九
星
放
雄
（
特
）
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刊
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清
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は
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〈
的
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石
井
ち
ゃ
〈
引
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みんなの保健

く 4 月 〉

者 ｜臼（躍）I 時事 業 ｜対 吉弘 対象地区 偽ー 考
一一一

午後3か月児相 談 51年 1月 生 22（木） 1.00～2.00 イ三 地 区 稲祉センター 母 子手帳持参

母 9か 月児 ;lf:I説 50年 7月分：？． 22（木〉 午後
全 J:也 区 括的｜センター 母子手帳持参2.00～3.00 

一一

股関節l悦きゅう検査 51 ＇.年 1月 生 22（不） 午後
全 地 区 泊 病 院 検査料 800円

子 2.00～3.00 

母 親 学 23（金〉 午後
全 地 医 福祉センター

妊婦の栄養につ
1. 00～2.00 いて

衛 一一 －－ - 一 一 一

自主 免官 検 辛川ラ品’ 妊婦々で員 23（金〉 午後
－去t、ム 地 巴’ 福祉センター 母子手帳持参2.00～3.00 

生
ツベノレクリ ン 接種 日 49年 4月 生 26（月） 午後 犬家庄、 Ill 崎

農業センター 母子手帳持参至 50年3月 生 1.30～3.00 南 保

ツ 反検査及び臼 49年4月生 28(/j()I 午l.後30 大家庄、 Ui 崎 農業センタ｛ 母子手帳持参B C G f妥結至 50年 3月生 ～3.00 南保
一一一一←一 一一一一 一帯一 一一

く 5 月 ＞
一一一 一一一一

老－ 人 杉t k九!;> 6 5才以上 i泊 一 区 福祉センター 老人手 帳持参
成 11 （火〉 1.30～3.00 －ー

人 同の ~I司検診 希 望 者 12（水） 午前
泊 区 福祉センター 検査料 600円9.00～1 0.。。

病
13（木） 午前

泊一区、叱1三区 福祉センター 検査料 600円9.00～10.。。

生ワクチン椛｜寸投与 自 49年7月 1生 14（金） 午後 境、宮箇崎庄、佐問川｜ ｜ ｜ 福祉センタ戸
?15 51年l月31生 1.00～3.00 泊、五、保

(2回服んで） 14（金） 午後 大家圧、山 崎 農業センタ ー 母子手帳持参母 いない人 1.30～3.00 南 保
一 一一一

母 組 学 級 妊婦全員 21（金） 午後
全 地 区 福祉センター 赤ちゃんの育て

1.00～2.00 万

姉 検 :;t 妊婦全員 21（金） 午後
全 地 区 福祉センター 母子手帳持参妊 2.00～3.00 

3 才児検 診 自47年 11月生 18（火） 午後
全 地 区 福W:センター 母子手帳持参

衛 至 47年 12月生 1. 00～3.00 

3か月児相談 51年 2月生 20（木） 午後
全 地 区 職 工 会 館 母子手帳持参1.00～2 .. 00 

生 9か 月児相談 50年 8月 生 20（木） 午後
全 地 区 職 工 会館 母子手帳持参2.00～3.00 

股関節脱きゅう検査 51年 2月生 20（木〉 午後
全 地 区 泊 病 院 検査料 800円2.00～3.00 

ハ
イ
キ
ン
ケ
＼
山
採
取
り
の
季
節
で
す
c
山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ヲ

I
Q
u
n
U

ゆ
母
子
医
療
費
助
成
の

一
部
が
改
正
8
れ
ま
し
た
ゆ

側

町
で
は
昨
年
四
月
か
ら
母
子
家
庭
の
児

童
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

が
、
四
月

一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
に

な
り
ま
し
た
。

ハ

対

象

V

義
務
教
育
終
了
前
児
童
で
、
当
該
年
度

の
町
民
税
問
等
割
課
税
以
下
の
世
帯
に
属

す
る
児
童

八
対
象
疾
病

V

全
疾
病

〈
助

成

額

V

社
会
保
険
各
法
そ
の
他
医
療
に
関
す
る

法
令
等
に
基
づ
く
負
担
額
を
控
除
し
た
額

の
二
分
の
一

八
助
成
の
方
法
V

受
診
し
た
場
合
医
療
機
関
の
窓
口
で
一

部
負
担
金
を
支
払
い
、
翌
月
に
母
子
医
療

費
助
成
申
請
書
を
医
摂
機
関
に
提
出
し
て

領
収
容
欄
に

一
か
月
分
ま
と
め
て
記
入
し

て
も
ら
い
、
役
場
へ
提
出
し
て
現
金
給
付

を
受
け
る
。

〈
手

続

き

V

保
険
証
、
印
鑑
持
参
の
上
役
場
窓
口
で

助
成
資
格
登
緑
申
請
を
し
、
受
給
資
格
証

の
交
付
を
受
け
る
。
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